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鑽
火
祭
が
間
近
で
す
。
こ
の
祭
り
は

出
雲
大
社
宮
司
（
出
雲
國
造
）
殿
が
出
雲

大
社
の
古
伝
新
嘗
祭
を
始
め
諸
祭
で
用
い

る
熊
野
大
神
さ
ま
の
浄
火
、
具
体
的
に
は

鑽
火
の
燧ひ
き
り
う
す臼・
燧ひ
き
り
ぎ
ね杵を
授
か
り
に
参
拝
さ

れ
る
も
の
で
す
。
祭
り
で
は
出
雲
大
社
か

ら
お
供
え
に
と
差
し
出
さ
れ
た
神
餅
に
社

人
・
亀
太
夫
が
公く

事じ

（
出
来
栄
え
等
に
苦

言
）
を
申
し
立
て
る
亀
太
夫
神
事
が
、
出

雲
大
社
宮
司
殿
の
百
番
の
舞
が
含
ま
れ
ま

す
。
大
正
天
皇
の
御
大
典
記
念
と
し
て
大

正
四
年
（
一
九
一
五
）、
出
雲
大
社
宮
司

千
家
尊
統
公
（
第
八
十
二
代
出
雲
國
造
）

に
よ
り
起
こ
さ
れ
た
同
社
宮
司
殿
奉
仕
の

祭
り
で
す
。

さ
て
、
こ
う
し
た
鑽
火
祭
で
す
が
、
鑽

火
器
授
与
の
こ
の
儀
式
は
、
そ
れ
以
前
か

ら
存
在
し
て
お
り
、
今
度
は
そ
の
様
子
に

つ
い
て
、
限
ら
れ
た
当
社
資
料
か
ら
み
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
古
伝
新
嘗
祭
で
す
が
、
そ
の

始
源
の
こ
と
は
別
と
し
て
、
江
戸
期
末
ま

で
長
い
間
、
現
在
松
江
市
大
庭
町
の
神
魂

神
社
で
奉
仕
さ
れ
て
お
り
、
明
治
二
十
五

年
（
一
八
九
二
）
の
【
古
伝
祭
事
取
調
書
】

に
よ
る
と
、「
熊
野
大
社
で
は
毎
年
十
一

月
一
日
に
鑽
火
器
を
奉
製
し
、
古
伝
新
嘗

祭
執
行
の
十
一
月
中な
か
の
う
の
ひ

卯
日
の
前
日
の
寅と
ら
の
ひ日

に
鑽
火
器
の
発
送
式
を
奉
仕
、
そ
し
て
亀

太
夫
が
神
魂
神
社
へ
そ
れ
を
木
箱
の
唐か
ら
ひ
つ櫃

に
納
め
、従
者
と
共
に
奉
持
し
て
行
っ
た
」

と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
資
料
と
同
年

の
写
本
の
【
出
雲
大
社
古
伝
新
嘗
祭
】
に

は
、
そ
の
後
「
神
魂
神
社
で
は
古
伝
新
嘗

祭
当
日
に
先
ず
鑽
火
器
の
持
参
式
が
奉
仕

さ
れ
、
そ
の
上
で
新
嘗
祭
が
つ
と
め
ら
れ

た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
尚
、
当
資
料

に
“
神
の
使
い
”
の
亀
太
夫
の
“
は
ば
か

り
無
し
の
も
の
言
い
”
の
状
況
に
も
触
れ

て
あ
り
、
今
を
思
い
つ
つ
伝
統
神
事
の
継

承
の
厚
み
を
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
明
治
期
に
な
る
と
、
古
伝
新
嘗

祭
の
祭
場
は
神
魂
神
社
か
ら
出
雲
大
社
へ

移
り
、
出
雲
大
社
の
神
職
が
熊
野
大
社
へ

参
拝
し
、
鑽
火
器
の
授
与
式
に
臨
み
、
持

ち
帰
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

授
与
式
の
期
日
は
先
述
の
明
治

二
十
五
年
の
【
古
伝
祭
事
取
調
書
】
に
は

「
十
一
月
十
七
日
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
後
の
大
正
四
年
資
料
【
鑽
火
祭
日
改
定

并
復
興
御
届
】
に
は
、「
十
一
月
十
三
日
」

と
あ
り
ま
す
。
十
一
月
十
七
日
は
出
雲
大

社
の
同
月
二
十
三
日
の
古
伝
新
嘗
祭
の
準

備
の
関
連
日
（
御
饌
井
祭
奉
任
日
）
で
、

ま
た
十
一
月
十
三
日
は
古
伝
新
嘗
祭
の
鑽

火
器
の
授
与
と
深
く
関
わ
る
熊
野
大
社
の

江
戸
期
の
祭
神
の
祭
り
・
櫛
御
気
野
命
祭

の
執
行
日
で
す
。
出
雲
大
社
と
熊
野
大
社

共
に
古
伝
新
嘗
祭
を
意
識
し
て
の
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
鑽
火
器
の
授
与
祭
の

在
り
方
に
は
考
え
の
違
い
が
あ
り
、
そ
の

た
め
途
中
で
調
整
、
祭
日
を
変
更
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

以
上
が
鑽
火
祭
成
立
以
前
の
歴
史
概

要
で
す
。
鑽
火
の
儀
を
含
む
古
伝
新
嘗
祭

の
始
源
は
熊
野
大
社
に
あ
る
と
い
わ
れ
る

中
、
時
を
経
て
大
正
期
に
出
雲
大
社
宮
司

殿
ご
自
身
の
奉
仕
で
の
こ
の
鑽
火
祭
は
設

け
ら
れ
、
継
承
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
こ

と
に
有
り
難
く
、
そ
し
て
重
く
思
い
ま
す
。
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ご
祈
念
の
ご
案
内

　

生
命
を
与
え
て
下
さ
っ
て
日
々
ご
守

護
を
戴
い
て
い
る
大
神
さ
ま
へ
感
謝
の

心
を
さ
さ
げ
、
更
に
新
し
い
生
命
力
・

御
霊
力
を
戴
き
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
て
い
く
現
代
社
会
を
心
惑
う
こ
と
な

く
正
し
く
生
き
ぬ
い
て
い
く
こ
と
が
出

来
ま
す
よ
う
に
、
秋
の
お
お
み
ま
つ
り

に
ご
祈
念
の
お
取
次
ぎ
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
　

（
一
つ
の
願
い
ご
と
に
つ
き
五
、

　
　

〇
〇
〇
円
以
上
で
す
）

一
、
願
い
ご
と

　
　

家
内
安
全
。
商
売
繁
昌
。
良
縁
。

　
　

会
社
発
展
。
従
業
員
安
全
。
厄
除
。

交
通
安
全
。
身
体
健
康
。
五
穀
豊

穣
。
安
産
。
病
気
平
癒
。
進
学
成

就
。
諸
願
成
就
。
海
上
安
全
。
大

漁
満
足
。
そ
の
他
ご
希
望
の
願
い

ご
と
。

一
、
ご
祈
念
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
同

封
の
振
替
用
紙
に
、
ご
住
所
、
ご

氏
名
、
ご
年
令
、
ご
祈
念
料
を
明

記
し
て
お
申
込
み
下
さ
い
。

一
、
ご
祈
念
を
し
た
お
守
は
お
送
り
い

た
し
ま
す
。
又
ご
参
拝
の
際
は
受

付
所
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

尚
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
受
付
い

た
し
ま
す
。
当
社
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

TEL
０
８
５
２
―
５
４
―
０
０
８
７

FAX
０
８
５
２
―
５
４
―
０
２
４
９

一
、
ご
祈
念
料
　
伍
千
円
以
上

で
す
。

例　大　祭　10月14日（木曜日）午前10時

鑽　火　祭　10月15日（金曜日）午前10時

亀 太 夫 神 事

ご
案
内

ご
案
内

　
　子
・
崇
敬
会
員
・
篤
信
者
の
皆
様
方

　
　に
は
、
熊
野
大
神
さ
ま
の
御
加
護
の

も
と
益
々
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　来
る
十
月
十
四
日
例
大
祭
、
十
月
十
五

日
鑽
火
祭
を
皆
々
様
と
共
に
ご
奉
仕
申
し

上
げ
人
々
の
幸
福
、
社
会
の
繁
栄
、
世
界

の
平
和
を
祈
願
し
、
働
き
を
尽
く
す
た
め

の
御
霊
力
を
戴
き
た
い
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
祭

典
の
参
列
は
神
社
役
員
の
み

と
し
、
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
諸
行
事
神
賑
は
取
り
や
め

る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　伝
統
の
祭
事
で
あ
り
、
ま

こ
と
に
残
念
で
す
が
事
情
に

鑑
み
て
致
し
方
の
な
い
こ
と

と
判
断
し
た
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　何
卒
ご
理
解
を
賜
り
ま
す

よ
う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〔氏〕

宮

司

氏
子
会
会
長

崇
敬
会
会
長

熊
野
大
社

　
〃

　

　
〃

　

熊
野
高
裕

石
倉
憲
昭

岡
崎
朝
臣

氏

　
　子

崇
敬
会
員

　各

　位

篤
信
者

秋のおおみまつり秋のおおみまつり

ご
報
告

秋
の
み
ま
つ
り
・
例
大
祭
十
月
十
四
日（
木
曜
日
）午
前
十
時



（3） く ま の の み や 令和３年10月

秋
の
み
ま
つ
り
・
鑽
火
祭
十
月
十
五
日（
金
曜
日
）午
前
十
時

熊
野
大
社
崇
敬
会

令
和
二
年
度
決
算
並
び
に

令
和
三
年
度
予
算
の
報
告

　

会
員
の
皆
様
方
に
は
熊
野
大
神
さ
ま

の
ご
加
護
を
戴
か
れ
、
お
健
や
か
に
幸

福
な
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
の
お
力
添
え
に
よ
っ
て
会
員

は
毎
年
に
増
加
し
て
“
御
神
縁
”
の
輪

が
愈
々
広
ま
り
行
き
ま
す
こ
と
は
有
難

い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

決
算
並
び
予
算
は
実
績
に
基
づ
き
経

理
計
上
し
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

 令和２年度 熊野大社崇敬会決算書 

 令和３年度 熊野大社崇敬会予算書 
自　令和３年４月１日
至　令和４年３月31日収 入 の 部

費　　　目 本 年 度 前 年 度 比較増減（△） 摘　　　　　要

会 費 5,700,000 6,000,000 △	 300,000 現会員	 5,400,000 円
新会員	 300,000 円

奉 納 金 200,000 270,000 △	 70,000「熊野の大神さま」授与料（200 冊）
繰 越 金 100,000 30,000 70,000 前年度より繰越

合　　計 6,000,000 6,300,000 300,000

支 出 の 部
費　　　目 本 年 度 前 年 度 比較増減（△） 摘　　　　　要

会 議 費 100,000 100,000 0
事 業 費 4,550,000 4,790,000 △	 240,000
1. 祭典日供神饌費 600,000 600,000 0 熊野大社奉納金

2. 神 賑 助 成 費 700,000 700,000 0 　　〃

3. 諸 建 宇 保 持 費 600,000 600,000 0 　　〃

4. 広 告 助 成 費 600,000 600,000 0 　　〃

5. 絵 馬 初 穂 料 500,000 500,000 0 　　〃

6. 機関紙制作費 450,000 500,000 △	 50,000
「くまの乃宮」9,000部・印刷代
１月　3,000部・４月　3,000部・
10月　3,000部

7. 事業資金積立金 1,100,000 1,290,000 △	 190,000

事 務 費 1,250,000 1,300,000 △	 50,000 通信費	 1,100,000円
印刷費	 150,000円

雑 費 90,000 100,000 △	 10,000
予 備 費 10,000 10,000 0

合　　計 6,000,000 6,300,000 △	 300,000

収　　入	 6,000,000円
支　　出	 6,000,000円
差引残高	 0円

上記の通り収入支出を計上致しました。
　　令和３年３月31日　　　　　　　熊野大社崇敬会

自　令和２年４月１日
至　令和３年３月31日

収 入 の 部

費　　　目 予 算 額 決 算 額 比較増減（△） 摘　　　　　要

会 費 6,000,000 5,415,822 △	 584,178 現会員 　1,377名	 5,185,822円
新会員 　   66名	 230,000円

奉 納 金 270,000 117,000 △	 153,000 「熊野の大神さま」授与料（117 冊）

繰 越 金 30,000 126,400 96,400 前年度より繰越

合　　計 6,300,000 5,659,222 △	 640,778

支 出 の 部

費　　　目 予 算 額 決 算 額 比較増減（△） 摘　　　　　要

会 議 費 100,000 0 △	 100,000

事 業 費 4,790,000 4,347,600 △	 442,400

1. 祭典日供神饌費 600,000 600,000 0 熊野大社奉納金

2. 神 賑 助 成 費 700,000 700,000 0 　　〃

3. 諸建宇保持費 600,000 600,000 0 　　〃

4. 広 告 助 成 費 600,000 600,000 0 　　〃

5. 絵 馬 初 穂 料 500,000 500,000 0 　　〃

6. 機関紙制作費 500,000 347,600 △	 152,400
「くまの乃宮」9,500部・印刷代
１月　2,500部・４月　4,000部・
10月　3,000部

7. 事業資金積立金 1,290,000 1,000,000 △	 290,000 令和２年度積立金

事 務 費 1,300,000 1,116,294 △	 183,076 通信費	 1,059,524円
印刷費	 57,400円

雑 費 100,000 4,000 △	 96,000 会費（島根県保護観察協会）

予 備 費 10,000 0 △	 10,000

合　　計 6,300,000 5,468,524 △	 831,476

収　　入	 5,659,222円
支　　出	 5,468,524円
差引残高	 190,698円
　　　　（次年度へ繰越）

上記の通り収入支出を経理致しました。
　　令和３年３月31日　　　　　　　熊野大社崇敬会

熊
野
大
社
崇
敬
会

入
会
の
お
す
す
め

　

熊
野
大
神
の
御
神
徳
を
奉
戴
し
、

敬
神
崇
祖
の
誠
を
致
し
健
全
な
る

国
民
精
神
の
高
揚
に
努
め
広
く
国

家
社
会
の
繁
栄
に
寄
与
す
る
を
目

的
と
し
、
そ
の
達
成
の
た
め

①
熊
野
大
神
の
御
神
徳
発
揚
の

為
祭
典
、
神
事
、
行
事
及
び

諸
建
宇
整
備
と
保
持
に
奉
賛
。

②
会
員
相
互
の
親
睦
を
計
る
為

機
関
紙
を
発
行
。

③
必
要
と
す
る
事
業
を
行
う
。

一
、
会
費

個
人
会
費（
年
額
）参
千
円
以
上

団
体
会
費（
年
額
）五
千
円
以
上

一
、
待
遇

イ
会
員
誕
生
日
は
健
康
と
繁
栄

和
楽
を
祈
願
、
日
供
祭
は
全

会
員
の
安
寧
を
祈
願
し
ま
す
。

ロ
春
秋
大
祭
に
ご
案
内
し
ま
す
。

ハ
新
春
神
迎
の「
御
神
符
」「
干

支
の
絵
馬
」を
お
届
け
し
ま

す
。

ニ
会
員
章
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

熊
野
大
神
さ
ま
か
ら
幸
福
の
ご

縁
が
戴
か
れ
ま
す
よ
う
ご
入
会
の

ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
知
り
合
い
の
方
々
へ
の
ご
勧

誘
を
も
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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春
の
暖
か
な
日
差
し
の
中
、
古
式
に

の
っ
と
っ
た
御
櫛
祭
を
厳
粛
に
斎
行
し

た
。

　

祝
詞
奏
上
の
後
、
御
本
殿
に
お
供
え

し
た
“
御
櫛
”
を
宮
司
が
奉
持
し
て
稲

田
姫
を
祀
る
稲
田
神
社
に
奉
献
し
、
祝

詞
を
奏
上
、
次
に
拝
殿
に
於
い
て
巫
女

舞
（
幣
舞
、
浦
安
の
舞
）
が
奉
納
さ
れ

た
。
次
い
で
玉
串
拝
礼
が
行
わ
れ
、
祭

儀
は
恙
な
く
終
了
し
、
お
供
え
さ
れ
た

櫛
は
境
内
で
行
わ
れ
て
い
た
籤
引
き
で

当
た
っ
た
参
拝
者
に
授
け
ら
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
蔓
延
抑
制
の
た
め
、
御
田
植

神
事
と
そ
の
他
神
賑
わ
い
は
残
念
な
が

ら
今
年
も
中
止
と
な
っ
た
。

新型コロナウイルス感染症

　当社は安心してお参り出来るよう可能な限りの感染症対策を行って
おります。 皆様のご協力をお願いします。

皆様が笑顔で過ごせる日々を

１日も早い終息を
　　　  お祈りいたします

―
御
田
植
神
事
―

四
月
十
三
日
　
午
前
十
時

御

櫛

祭
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木
々
の
間
を
初
夏
の
さ
わ
や
か
な
風

が
吹
く
中
、
上
の
宮
の
元
宮
遥
拝
所
へ

登
り
、
天
宮
山
を
遥
か
に
拝
ん
で
元
宮

祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

本
年
も
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
感
染
の

危
険
を
避
け
る
た
め
参
列
を
呼
び
掛
け

る
こ
と
は
せ
ず
、
熊
野
大
社
役
員
の
み

で
の
斎
行
と
な
っ
た
。

　

遥
拝
所
に
て
、
登
拝
者
全
員
で
大
祓

詞
を
奉
唱
の
後
、
斎
主
が
祝
詞
を
奏
上
、

次
い
で
代
表
者
が
玉
串
拝
礼
を
し
て
元

宮
祭
を
終
了
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
去
年
中
止
と
な
っ
た

第
三
十
八
回
熊
野
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が

斎
行
さ
れ
る
予
定
日
で
あ
っ
た
が
、
五

月
の
段
階
で
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
の
兆
し

が
ま
だ
ま
だ
見
え
な
い
状
態
で
あ
っ
た

た
め
コ
ロ
ナ
感
染
の
危
険
を
考
慮
し
中

止
が
決
定
し
て
い
た
た
め
、
大
神
に
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と

を
奉
告
す
る
と
と
も
に
一
日
も
早
い
コ

ロ
ナ
禍
終
息
を
願
う
お
祭
り
が
、
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
を
運
営
す
る
予
定
だ
っ
た

各
団
体
長
の
参
列
の
も
と
執
り
行
わ
れ

た
。

―
天
宮
山
遥
拝
―

元

宮

祭

ふ
る
さ
と
ま
つ
り

中
止
奉
告
祭

熊
野
大
社
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

　全
国
各
地
か
ら
様
々
な
方
が
来
ら
れ
て
い
る
た
め
、
参
拝
を
さ
れ
る
際
は

次
の
点
に
御
留
意
下
さ
い
。

●
熱
の
あ
る
方
、
体
調
等
優
れ
な
い
方
の
ご
参
拝
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●
マ
ス
ク
の
着
用
を
厳
守
く
だ
さ
い
。

●
手
水
は
柄
杓
を
撤
去
し
て
お
り
ま
す
の
で
流
水
に
て
お
ね
が
い
し
ま
す
。

●
モ
ノ
に
触
れ
る
前
、
モ
ノ
に
触
れ
た
後
等
に
は
設
置
し
て
あ
る
消
毒
液
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
御
朱
印
は
「
書
置
き
」
に
て
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

●
御
祈
念
は
検
温
・
マ
ス
ク
の
着
用
・
出
来
る
だ
け
少
人
数
の
昇
殿
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
。

●
祭
典
は
神
職
及
び
関
係
者
の
み
の
参
列
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

●
当
社
へ
の
参
拝
が
難
し
い
方
は
郵
送
に
て
御
祈
願
・
御
守
の
授
与
を
承
っ
て

お
り
ま
す
。

五
月
二
十
四
日

八
月
二
十
三
日
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雨
風
の
和
ら
ぐ
あ
い
ま
に
漂
い
来
ミ
ン
ト
の
香
り
居
間
の
わ
れ
ま
で

コ
ロ
ナ
万
延
は
ら
は
ら
し
つ
つ
終
わ
り
た
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
一
応
万
歳

青
じ
そ
が
庭
い
っ
ぱ
い
の
夏
休
み
手
巻
き
寿
司
す
る
筈
だ
っ
た
の
に

ワ
ク
チ
ン
の
副
作
用
熱
治
ま
り
ぬ
平
茶
碗
手
に
ひ
と
り
茶
を
点
つ

大
橋
川
の
蛇
行
い
つ
ま
で
保
た
む
か
ひ
と
つ
の
町
を
あ
た
ふ
た
と
消
し
て

山
に
咲
く
合
歓
の
う
す
べ
に
車
窓
よ
り
な
が
め
届
か
ぬ
さ
み
し
さ
に
ゐ
る

台
風
に
飛
ば
さ
れ
て
き
た
大
き
シ
ー
ト
鉢
を
倒
し
て
居
座
つ
て
ゐ
る

　

こ
の
日
、
随
神
門
に
氏
子
の
方
々
が

熊
野
地
内
で
専
用
に
管
理
し
て
い
る
茅

場
の
茅
を
刈
り
取
っ
て
作
ら
れ
た
直
径

二
・
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
な
茅
の

輪
が
取
り
付
け
ら
れ
、
大
祓
式
に
続
い

て
夏
越
祭
を
奉
仕
し
た
。

　

そ
の
昔
、
蘇
民
将
来
が
当
社
御
祭
神

素
戔
鳴
尊
よ
り
茅
の
輪
を
授
け
ら
れ
、

疫
病
・
災
禍
か
ら
逃
れ
ら
れ
た
と
い
う

故
事
に
倣
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
終
息
を
願
っ
て
早
朝
よ
り
多
く
の
参

拝
者
が
随
神
門
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
参
拝
、

正
月
か
ら
六
月
ま
で
の
半
年
間
に
知
ら

ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
身
に
つ
い
た
“
つ

み
”“
け
が
れ
”
を
祓
い
清
め
て
、
こ

れ
か
ら
迎
え
る
夏
の
暑
さ
に
も
負
け
ず
、

心
身
と
も
に
健
康
で
過
ご
さ
せ
て
戴
き

ま
す
よ
う
に
と
深
い
祈
り
を
捧
げ
た
。

　

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
神
楽
の
奉
納
や
金

魚
す
く
い
、
灯
篭
に
火
を
灯
す
等
の
神

賑
は
全
て
中
止
と
し
た
。

木
　
下
　
み
ゆ
き

土
　
井
　
郁
　
子

新
　
谷
　
国
　
子

岩
　
田
　
明
　
美

安
　
部
　
洋
　
子

古
　
志
　
節
　
子

福
　
島
　
伸
　
子

松
江
短
歌
の
会

献
　
　
　
詠

十
月
中

　
　
　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
四
日　

例
大
祭
（
午
前
十
時
）

　
　

十
五
日　

鑽
火
祭
（
午
前
十
時
）

　
　
　
　
　
　

合
祀
記
念
祭
（
午
後
）

　
　

十
六
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

　

三
十
一
日　

御
狩
安
全
祈
願
祭

十
一
月
中

　
　
　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　
　
　
　
　

御
狩
始
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

　
　
　
　
　
　

神
在
祭

　

二
十
八
日　

新
穀
感
謝
祭

　

紐
落
し

町
内
外
の
七
・
五
・
三
才

の
お
子
様
、
ご
都
合
の
良

い
日
に
お
ま
い
り
下
さ
い
。

十
二
月
中

　
　
　

一
日　

早
旦
祭
・
奉
賽
祭

　
　

十
五
日　

月
次
祭
・
奉
賽
祭

　
　

二
十
日　

御
煤
払

　

三
十
一
日　

大
祓
・
除
夜
祭

十
月
・
十
一
月
・
十
二
月

お
ま
つ
り
の
日

―
茅
の
輪
神
事
―

大
祓
・
夏
越
祭

六
月
三
十
日
　
午
後
四
時


